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＜病棟連絡事項＞
・特記事項無し。

＜入院・入室状況＞
【転出】
・柳久保　勝範様：東病棟Ｃユニット4号室→南病棟

＜患者様連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・釜谷　茂春様～アルコール依存症治療プログラム、来週月曜日より高齢者用プログラムにて開始の指示。

・中山　真由美様～ヒアルロン酸点眼薬１本、シアノコバラミン点眼薬１本処方。

・青木　昭弘様～不穏時の継続指示薬、リスパダール内用液(1)５回分処方。

・沼山　真紀子様～不調時の継続指示薬、小青竜湯５回分処方。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開錠してすぐに自室より出て来られ、ユニット内を徘徊し、時に他室へ侵入して他者の私物を弄る等の迷惑行動あり、都度介入を要している。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。昼食前より興奮不穏状態あり、頓服薬にて対応している、昼食はスタッフ２名付き添いで実施。再拘束への拒否は無い。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・立花　一樹様～終日隔離中。10：00から14：00開放観察実施。開放中はホールにて新聞を読んだり、テレビを観て過ごされている。表情の変化は乏しいが、希死的言動や行動化、幻聴に左右された発言は無く、対面時も穏やかに受け答えしている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・道下　ヨシノ様～帰宅要求や不穏・興奮は無く、静穏に過ごされている。

・三浦　光子様～朝食は各食1/3摂取。服薬の拒否が続いており、経管栄養チューブより注入。嘔気・嘔吐無し。

・大久保　光男様～食後はシルバーカーを使用し、自室へ移動している。帰宅要求等不穏さは無い。

・荒谷　みさほ様～帰宅要求や不穏・他者トラブルは無く、静穏に過ごされている。

・釜谷　茂春様～発汗や手指振戦等の離脱症状はなし。本人からの不調の訴えもなく、自室で過ごす。飲酒に関した訴えもなし。

・小豆畑　裕介様～幻聴の左右された言動は見られないが、対面時のニヤツキ見られる。

・村田　邦恵様～食事はセッティングにて自力で全量摂取。「なぜここにいなければいけないのか」と帰宅要求あり都度説明行っている。バイタル試案の移乗や浮腫、呼吸器症状なし。

＜措置入院患者様情報＞
・藤井　崇様～被害妄想的な思考があり、他者とは距離を取り過ごしている。措置解除について父親の理解を得られずにいる。

・三浦　英男様～発語不明瞭で内容はまとまりがない。時折不穏を呈するが他者とのトラブルは無い。みちのく記念病院方向で進めており、措置解除日調整中。

